
『エリス は豊太郎 のことを 愛してい なかった 』  

  

 私が『 舞姫』を 読み終え た時、「 この作品 にはエリ スが豊太 郎のこと をとても 愛し て い

たかのよ うに描か れている が、それ は豊太郎 自身の考 えであり エリスが 豊太郎の こと を ど

のように 考えてい たかはエ リス自身 にしか分 からない のではな いか。」 という疑 問が 浮 か

んだ。  

 そこで 私が考え るのは、 エリスは 豊太郎の ことを愛 していな かった、 つまりエ リス は 貧

しい一家 を支える ために豊 太郎を利 用したと いうこと である。  

  

  

まず、エ リスの一 家ではエ リスの父 が亡くな り、明日 にも父を 葬式に出 さなけれ ばな ら な

いという 状況であ るのにも 関わらず 、家には 一銭の貯 えもなく 、助けて くれるだ ろう と 思

っていた ビクトリ ア座の座 長ですら 弱みにつ けこまれ て無理な 要求をさ れ、エリ スは 通 り

で泣く。  

しかし、 これは辛 いや悲し いという 感情から 泣いてい るのでは なく、道 を通る誰 かに 助 け

を求めよ うとして 泣いてい ることが 分かる。  

なぜなら 、見ず知 らずの他 人であり 、しかも 外国人で ある豊太 郎に話し かけられ たこ と に

少しも驚 かず、そ の上その 他人に自 分や一家 の状況を 詳しく説 明し、「 我を救非 たま へ 、

君。金を ば薄き給 金を割き て返しま ゐらせん 。」とい きなりお 金を貸す よう要求 して い る

からだ。  

このこと から、エ リスは人 通りのあ る場所で 泣いてい れば誰か が声をか けて助け てく れ る

だろうと 計算して 泣いてい たことが 分かる。  

  

 次に、 豊太郎は 免官にな ったが、 友人であ る相沢の おかげで 豊太郎は 新聞社の 通信 員 の

職に就く ことが出 来た。そ してその 直後にエ リスは豊 太郎にエ リスの家 に居候す るこ と を

提案して いるが、 「彼はい かに母を 説き動か しけん」 とあるよ うに、エ リスが母 を説 得 し

た方法が 分かって いない。  

しかしこ のとき、 もしエリ スが母に 「豊太郎 が職に就 くことが 出来たか ら、その 給金 で 私

たちも養 ってもら おう。」と 言ったな らば、貧 しい二人 の暮らし にわざわ ざ豊太郎 を迎え 、

二人の暮 らしがも っと苦し くなるよ うな真似 を母が許 した理由 になる。  

 エリス は豊太郎 を居候さ せて豊太 郎の暮ら しを助け ようとし たのでは なく、逆 に豊 太 郎

にエリス と母の暮 らしを経 済的に支 えてもら おうとし たのだ。  

  

 豊太郎 と出会っ た頃には 、「我を ば救ひた まへ。」 などの、 曖昧で軽 い要求し か言 わ な

かったエ リスだが 、子供が できたと 判った途 端に「よ しや富貴 になりた まふ日あ りと も 、



我をば見 捨てたま はじ。」 や、「よ しやいか なること ありとも 、われを ばゆめな 捨て た ま

ひそ。」 と見捨て るなとい う言葉を 強調し、 「生まれ たらん日 には君が 正しき心 にて 、 よ

もあだ名 をば名の らせたま はじ。」 と、豊太 郎が今さ ら自分の 子供では ないと言 い出 さ な

いように 念を押し ている。  

 このエ リスの一 連の発言 の理由は 、エリス に子供が できてし まえば、 もうほか の男 と 付

き合って 、暮らし を支えて もらうこ とができ なくなる ので、必 死で豊太 郎を繋ぎ 止め よ う

としたか らだとい える。  

  

 そして 相沢がエ リスに、 豊太郎が 日本へ帰 るという ことを伝 えたとき 、もしエ リス が 豊

太郎を愛 していた なら豊太 郎が日本 へ帰るこ とを悲し むはずだ が、エリ スはまず 「我 が 豊

太郎ぬし 、かくま でに我を ば欺きた まひしか 。」と怒 り罵った 。  

 これは エリスが 豊太郎に 対し何度 も自分を 見捨てな いように 念を押し ていたの にも 関 わ

らず、最 終的には エリスは 豊太郎に 裏切られ たので、 「このま まずっと 豊太郎と 暮ら し て

いけば、 自分と母 は養って もらうこ とができ 、自分は 二度と嫌 いな踊り 子の仕事 をせ ず に

済む。」 というエ リスが外 れて怒っ たのだ。   

 では、 なぜ豊太 郎愛して いないは ずのエリ スが相沢 の話を聞 いて狂っ てしまっ たか と い

うと、エ リスは豊 太郎では なく生ま れてくる 子供のこ とを深く 愛してい たからだ 。  

 「幼し と笑ひた まはんが 、寺に入 らん日に はいかに うれしか らまし。 」と言っ たり 、 子

供の生ま れるずっ と前から おむつを 作ってい たりとい う行動か ら、エリ スは子供 が生 ま れ

てくるこ とをとて も心待ち にしてい たことが 分かる。  

 しかし 相沢の話 を聞き、 豊太郎へ の怒りと 自分ひと りの収入 で大切な 子供を守 り育 て る

ことがで きるのか という不 安が頭を よぎって 精神に一 気に重圧 がかかり 、妊娠し てい て 精

神的に不 安定だっ たエリス はその重 圧に耐え 切れず狂 ってしま ったのだ 。  

  

  

 以上の ことから 、エリス は初めか ら豊太郎 のことは 愛してお らず、貧 しい一家 を支 え て

もらうた めに利用 しただけ で、本当 は支えて くれる男 なら誰で もよかっ たのだ。  


